
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 

平成 30 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

（子育て講座） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

（ファミリーコンサート ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（児童館祭り） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

（餅つき大会も ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 子どもが輝く地域づくり 

事業主体 

（連絡先） 

NPOしろがね 

松本市蟻ヶ崎 5-2-84 TEL 0263-32-6264 

事業区分 子育て支援 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 1099894円（うち支援金：859000 円） 

 

 

 

１．子育て講座の実施 

自主性、自立を促すフィンランド式教育につ

いて「水橋史希子先生に講演していただき、

家庭や様々な教育現場でできる、子育てエッ

センスのヒントを身に付けて、家庭での子育

てに生かしていただく。 

 

２．ファミリーコンサート 

地域の子どもたちと交流しながら、『元

NHK・おかさんといっしょ』で活躍した「う

たのお兄さん」ファミリーコンサートの実施

（城北公民館） 

 

３．安心・安全地域交流会の実施 

松本山雅コーチの方を招き、サッカー講習会

を実施、幅広い世代間交流をし、地域ぐるみ

で子どもを守り育てる。 

 

４．児童館祭り 

 子ども、お父さん、お母さん、お爺さん、

お婆さん皆に声をかけ、季節に合わせたイベ

ントを実施。（春⇒山雅サッカー教室 夏⇒花

火大会 秋⇒焼き芋大会 冬⇒餅つき大会） 

 

５．餅つき大会 

今の子ども達は、ウスと杵で餅つきをする

機会がなく、もち米を蒸かす、蒸かしたもち

米を、杵でつく、この動作を初めて目にする

子どもも多数いる、地域の魅力の一つとして

伝えて行く。（突く前のもち米を食べる・つい

た餅を食べる） 

 

 

 

 

 

 



（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

事 業 効 果   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があった
か、項目毎に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

① 多数の参加 

② 地域の仲間と協力して遊ぶ 

③ 地域の方との交流を楽しむ 

④ 地域の一員であることを知る 

⑤ 地域の安全、安心の確保 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

１．子どもの参加が予想以上 

２．各諸団体の協力、総参加者数

が予想を超えた 

３．人と人の繋がりを密になるこ

とで地域の安全、安心のレベ

ルアップを図れた。 

 【目標・ねらい】 

  

１．子育て講座 

水橋史希子先生により 2 月 13 日と 3 月 8 日の 2

回実施・第１回 28名・第２回 41名参加 

 

２．ファミリーコンサート 

地域子ども 57名、父兄服含む大人 50名 総計 107

名で楽しんだ。（城北公民館開催） 

 

３．交流会 

松本山雅からコーチが 4名来ていただき盛大な交流

会が出来た、又支援金事業で購入した、フットサル

用ゴールネットが大活躍・9/8 日（12/22 日は開智

小学校体育館借用）の 2回実施 終了後サイン会実

施、盛り上がった。 

 

４．児童館祭り 

春の桜祭り 4月 14日実施 120名参加・夏のペンラ

イト、花火、和太鼓祭り 100名以上の参加・秋の焼

き芋大会、子どもお母さん多数参加 

 

５．餅つき大会 

前日に洗っておいたもち米を蒸し、寄付された臼と

杵を使って、つき お餅をつくる工程を見せながら

実際説明、実際に餅つきを体験、楽しさと、大変さ

を感じてもらった。 

 

 実施内容含め、継続することが一番「継続は力なり」を合言葉に、城北各町会、近隣諸団体と

の親睦を深め、協力を得て中身の濃い事業にしていく。 


